
　私は、かねてよりこの問題の解決策として、しまなみ海道の自転車通行料金の無料化はもちろんですが、

東京湾アクアラインの値下げの手法を参考にすべきと考えていました。アクアラインは、建設費の償還

問題や平成２６年の全国共通料金導入もしまなみ海道と同じ条件だからです。

　値下げを公約に平成２１年の千葉県知事選挙で当選した森田健作知事は、当時の麻生太郎総理大臣から

「できるわけねぇだろう」と拒絶されるも、確固たる信念と粘り強い交渉で実現にこぎつけました。その間

わずか５か月です。自治体の費用負担というデメリットもありますが、千葉県は値下げを活用して人口や

観光客入込数の増加、三井アウトレットパークや企業の誘致で、平成２６年までに５,０００人を超え

る雇用を創出するなど、デメリットを十分に補う経済効果を生み出しました。

　去る１０月８日の県議会において、私が紹介議員となり提出した「し

まなみ海道沿線住民への橋の通行料金の負担軽減に関する請願（請願

者：髙取隆宜氏）」が全会一致で趣旨採択されました。

　議会事務局によると採択は実に４年ぶりで、建設委員会所管としては

戦後４件目で２０年ぶりとなり、無所属議員が単独の紹介議員となる

のは確認できる記録にないとのことです。

　しまなみ海道沿線という特定地域に配慮した請願の採択には、旧知の

県議の方々の理解と協力が必要でした。加えて、大三島在住の菅森実

県議から質問等で当事者の切実な立場での説明もあり、自民党から共

産党までの議長を除く４６名全員から賛成を頂きました。

　今後は、当事者である今治市の判断が負担軽減の方向性を決めるこ

とになります。１０月９日には、森京典今治市議会議長に面会して請願採択を報告し、しまなみ海道沿線

住民の長年の強い要望に応えるべく、今治市議会で議論して具体的な結論を出して欲しいとお伝えしました。

　橋の負担軽減は、長年にわたり今治地域の市議から国会議員までが、選挙

公約や議会等でふれているように、この地域に関わる政治家共通の課題です。

　今回、初めて県議会の意思が明確に示された請願内容は、今治市が判断

すれば県も費用負担などの支援を行う可能性が大いにあるということです。

　しかし、この問題は県の理事者側のこれまでの答弁にもあるように、今治

市が主体的に取り組まない限り全く動きません。学生や通院する高齢者及び

障害者などから段階的に無料化の費用を捻出することは、今治市の予算規

模を考慮しても十分可能だと考えられます。無料化の範囲についても今治

市で議論していく必要があります。

　また、今治市は全国１０区域にしか指定されていない国家戦略特区という、

規制緩和を推進できる強力な武器を持っています。これだけの有利な条件が

そろっている今こそ「オール今治」の観点で政治が結論を出すべきです。

　今後の今治市議会の速やかな実行力に期待したいと思います。

しまなみ海道の段階的無料化へ前進！！

趣旨採択された請願内容

請願者の髙取隆宜氏と共に西田洋一議長と懇談。

採択後は中村時広知事とも面会 （10/8 ・ 県議会）
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負担軽減の実現は今治市の判断

東京湾アクアラインの値下げ （4,000円⇒800円） を参考に

愛媛県議会において全議員の賛成で請願採択



ミニ集会 募集のお知らせ
西岡あらたは、徹底した現場主義と実行を
政治信条に活動しております。
暮らしの声や政治への要望などについて、
意見交換を少人数から行っています。
遠慮なくお問合せください。

【電話】 ０８９８－３３－０３０７
【担当】 別宮・山本

辻説法は政治の原点
～雨ニモマケズ風ニモマケズ～

毎週月曜日の７:３０～は、
今治・小泉交差点に立って
街頭から政治活動の報告を
しています。
衆議院議員当選から始めて
早７年目になります。

令和元年度 愛媛県補正予算成立

中村時広知事と （4/18 ・ 県庁知事室）

補正予算の主な事業について 【一般会計 ： ８０億５,７９６万円】

１． 西日本豪雨災害への対応 【３,８５３万円】

 （１） 被災地の復興 ・ 復旧

２． 県民の安全 ・ 安心確保対策の推進 【３３億１,６００万円】
 （１） 県単独緊急防災 ・ 減災対策事業

３． 当面する課題への対応 【４７億３４３万円】
 （１） 子育て支援等の充実

 （２） スポーツ立県えひめの推進

 （３） 観光の振興

 （４） 商工業 ・ 農林水産業の振興

 （５） その他

　　　　　　　　■ 働き方改革の推進

　　　　　　　　■ 公立学校教員の人材確保に向けた採用ウェブサイト構築

　　　　　　　　■ 農商工連携ファンドの存続期間満了に伴う償還金

今治市議会議長へ要請

森京典今治市議会議長との面会後の記者会見
（10/9 ・ 今治市役所記者クラブ）

　県議会での「しまなみ海道沿線住民の負担軽減」に関す

る請願が全会一致で趣旨採択されたことを受け、請願者の

髙取隆宜氏と森京典今治市議会議長に面会し、今治市議会で

特別委員会を設置するなど速やかに議論を進めて、具体的な

結論を出して欲しいとお伝えしました。

　この問題は、今治市が取り組まない限り全く動きません。

規制緩和への強力な手

段となる国家戦略特区

の活用を助言し、県議会

での請願採択の経緯説

明などについて必要で

あれば、今治市議会に

私を参考人として招致

して頂くこともお願い

しております。

しまなみ海道
負担軽減へ

【日 時】１１月２２日（金）１９：００～２０：００

【場 所】 今治地域地場産業振興センター ２Ｆ 会議室
今治市旭町２－３－５　電話：０８９８－３２－３３３７

ゲスト講師：黒澤武邦氏（城西国際大学大学院准教授）

「地域で考え､実行する」国家戦略特区の活用
～しまなみ海道の段階的無料化へ～

第３回 「今治 ・ 新時代政治セミナー」 のお知らせ
第３回テーマ

国家戦略特区制度に
詳しい講師です。

昭和４５年茨城県出身。早稲田大学理工学部卒業、同大学院修士課程修了、
米国ペンシルベニア大学大学計画学博士（Ph.D.in City Planning）。
佐賀大学講師、国会議員政策担当秘書、自民党系シンクタンクの「シンクタンク
２００５・日本」主任研究員、早稲田大学公共経営大学院非常勤講師、公共政策
アドバイザリー会社のＧＲ Ｊａｐａｎ㈱公共政策マネージャーなどを務める。
１５年以上にわたり、政策形成の現場と研究に携わっている。専門分野は、
都市計画、観光まちづくり、公共政策、政治・政策形成プロセスなど。




